
ステップ１ 地域移行体験室の活用

地域移行体験室
民間賃貸住宅等

保護者・親族
コーディネート事業

受託施設

地域移行体験室の活用

本事業受託施設において、地域移行体験室による利用者支援が可能な施設に対し、地域移行体験室に必要となる諸経費（家賃及び人
件費等）を都が補助することで、利用者がＧＨに近い環境で過ごす機会を提供し、利用者の意識向上や家族理解促進につなげる。

設置
障害者支援施設

②体験

③評価・課題抽出 個別支援計画

〇家族理解の促進
〇利用者本人の意識向上

①見学、新規開拓・受入促進員からGHの説明

ステップ２ 新規開拓受入促進員によるマッチング作業

新規開拓・受入促進員

①地域移行希望者の情報提供

ＧＨ・通所施設

②地域移行希望者のアセスメント

調整

調整

地域移行希望者

新規開拓・受入促進員

GHの説明

【体験室活用における新規受入・開拓促進員の連携】
・体験室活用前に、事故防止の観点から、初めて地域移行体験室を利用する施設についてはＧＨにおける支援方法や支援にあたって注意すべき
点について具体的にイメージできるよう、新規受入・開拓促進員コーディネートの下、事前にＧＨの説明や見学を実施する。

・体験室活用後、地域移行希望となった利用者（保護者）に対して、新規開拓・受入促進員はＧＨ体験実習先の調整を行う。
⇒体験室の利用から、GHの体験実習につなげていき、地域移行に結び付ける。


